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第 1章
¹ 「子ども時代」とは子どもの生活の状態・条件

を指す。理想的な子ども時代とは、子どもの権
利条約に掲げられた子どもの権利が全面的に尊
重・履行されている状態・条件である。「子ど
も時代」についてより詳しくはUnited Nations 
Children's Fund, The State of the World's 
Children 2005, New York, 2004, Chapter １
（邦訳『世界子供白書2005』㈶日本ユニセフ協会・
2005 年、第 1章）参照。

² United Nations, Millennium Declaration, New 
York, 2000, Articles 2, 6.

³ 統計表 1, 6（pp.98-101 および 118-121）より
算出。

⁴ United Nations General Assembly, 'A World Fit 
for Children', New York, October 2002, p. 2.

⁵  Ibid., pp. 15-17.

⁶ 本白書の統計表 1-10（pp.95-137）にもとづく
ユニセフの予測。ここで用いた手法についての
注釈はこのページの技術的注釈を参照。

⁷ United Nations Millennium Project, Investing 
in Development: A practical plan to achieve 
the Millennium Development Goals, Earthscan, 
London/Sterling, VA, 2005, pp. 66-67; 
United Nations, In Larger Freedom: Towards 
development, security, and human rights for 
all, Annex, 'For Decisions by Heads of States 
and Government', New York, 2005; and United 
Nations, '2005 World Summit Outcome', 
A/60/L.1＊ , New York, 20 September 2005, 
pp. 9-10.

第 1章パネル
子どもが排除され、見えない存在になってい
るとはどういうことか
a Saunders, Peter, 'Can Social Exclusion Provide 

a New Framework for Measuring Poverty?', 
SPRC Discussion Paper No. 127, Social Policy 
Research Centre, University of New South 
Wales, Sydney, October 2003, p. 6.

b Atkinson, Tony, 'Social Exclusion, Poverty and 
Unemployment' in Exclusion, Employment and 
Opportunity, edited by A. B. Atkinson and John 
Hills, Centre for Analysis of Social Exclusion, 
London School of Economics, CASE Paper 4, 
London, January 1998, pp. 13-14.

第 1章の図
技術的注釈 : ミレニアム開発目標の達成が子ども
にとって意味するもの
図 1.1‒1.3 は、子どもの健康・幸福に関わる 5つの
主要な指標についてミレニアム開発目標の達成に向
けた進展を評価するとともに、2015 年までにミレ
ニアム開発目標を達成することによって子どもたち
にどのような恩恵がもたらされるのか、その数量化
を試みたものである。図では次の点について検討し
ている。

• ミレニアム開発目標が達成された場合、現在から
2015 年までの間に恩恵を受けることができる子
どもの数（図 1.1）

• 現在の傾向がそのまま続いた場合に、ミレニアム
開発目標４（５歳未満児死亡率を 1990 年のレベ
ルから 3分の 2削減する）の達成のためにかかる
年数（図 1.2）

• ミレニアム開発目標が達成されず、現在の傾向が
そのまま続いた場合に取り残される子どもの数
（図 1.3）

　進展を予測するための手法の第１は、目標に向け
た現在の進捗度を算出することである。この算出は、
1990 年と 2004 年（または各々の年について、デ
ータが利用可能な直近の年）の国別推定基準値をも
とに、2つの時点間で直線的進展があったものと仮
定して行った。

 現在の傾向がそのまま続くとするシナリオの計算
は、現在の傾向が 2015 年まで継続した場合の値を
外挿法により求めたうえで、それをミレニアム開発
目標の各指標に関連した人口予測―たとえば予測
出生率（ミレニアム開発目標４）―に当てはめ、
各カテゴリーでサービスの対象とされる子どもの数
を算出した。

　2015 年までにミレニアム開発目標が達成される
とするシナリオの計算は、ミレニアム開発目標の具
体的目標―たとえば５歳未満児死亡率を 1990 年
を基準として 2015 年までに３分の２削減する―
を達成するために必要な進捗度を予測し、その値を
内挿法により 2004 年から 2015 年までの期間に適
用することによって行った。目標の達成によってサ
ービスの対象となる子どもの数は、この軌線を関連
する人口指標に適用することによって算出した。

ミレニアム開発目標の達成によって子どもが享
受できる恩恵、およびミレニアム開発目標の未
達成によって子どもがこうむる損害の算出
図 1.1　ミレニアム開発目標の 5つの指標のそれぞ
れが達成された場合に子どもが享受できる恩恵の算
出は、2004 年に死亡した 5歳未満児、中度または
重度の低体重であった 5歳未満児、初等教育を受け
ていなかった子ども、および改善された水源・衛生
設備を利用できなかった子どもの推定人数を、2015
年までにミレニアム開発目標が達成されるとする
シナリオにおける各推定値から減ずることによって
行った。

図 1.2　現在の傾向が続いた場合にミレニアム開発
目標 4が達成される年の算出は、現在の傾向がその
まま続くとするシナリオを、開発途上国における全

体的 5歳未満児死亡率が 1990 年のレベルの 3分の
1に削減されるまで外挿法により適用することによ
って行った。

図 1.3　現在の傾向がそのまま続き、したがって
2015 年までにミレニアム開発目標が達成できない
場合の損害の算出は、ミレニアム開発目標が達成さ
れるとするシナリオにおいて各指標ごとにサービス
の対象とされる子どもの数を、現在の傾向がそのま
ま続くとするシナリオにおけるそれぞれの値から減
ずることによって行った。

各指標ごとの注釈
５歳未満児死亡率：1990 年と 2004 年における全
体的５歳未満児死亡率（出生 1,000 人あたり）の現
在の傾向を国別死亡率（人口を加重）から算出し、
その値を外挿法により 2015 年まで延長。2015 年
までに 5歳未満児死亡率を 1990 年当時の 3分の 1
まで削減するために必要な削減率は、2004 年から
2015 年の直線的内挿値を用いて算出。その後、国
連人口局による推定出生率を両推定値に乗ずること
により、現在の傾向がそのまま続くとするシナリオ
で生命を失う 5歳未満児の数と、ミレニアム開発目
標が達成されるとするシナリオで生命を失う 5歳未
満児の数を算出した。

低体重：1990 年と 2004 年（またはそれぞれの直
近の年）における国別の 5歳未満児栄養不良率（人
口を加重）から現在の傾向を算出し、その値を外挿
法により 2015 年まで延長。5歳未満児栄養不良率
を 1990 年のレベルから 2015 年までに半減するた
めに必要な削減率は、2004 年から 2015 年の直線
的内挿値を用いて算出。各シナリオにおいてサービ
スの対象とされる子どもの数は、1990 年、2004
年および 2015 年の５歳未満児推定人口にこれらの
軌線を適用して算出した。

初等学校への出席：1980 ～ 2001 年の推定進捗率
を 2004 年の純出席率に適用して現在の傾向を算出
し、その値を外挿法により 2015 年まで延長。ミ
レニアム開発目標が達成されるとするシナリオは、
2015 年までに 100% の出席率を達成するために
2004 年以降必要とされる増加率として算出。各シ
ナリオにおいてサービスの対象とされる子どもの数
は、2004 年と 2015 年における初等教育就学年齢
の子どもの推定人数にこれらの軌線を適用して算出
した。

改善された水源・衛生設備へのアクセス：1990 年
と 2002 年の推定基準値から現在の傾向を算出し、
内挿法により 2004 年の値を導き出した後、その値
を外挿法により 2015 年まで延長。改善された水源
または衛生設備を利用することができない 18歳未
満児の数を 2015 年までに 1990 年のレベルから半
減するために必要な削減率は、2004 年から 2015
年の直線的内挿値を用いて算出。各シナリオにおい
てサービスの対象とされる子どもの数は、1990 年、
2004 年および 2015 年の 18 歳未満児推定人口に
これらの軌線を適用して算出。算出にあたっては、
改善された水源または衛生設備を利用できる 18歳
未満児の割合は一般人口の場合と同じであると仮定
して行った（多くのデータセットの分析により、差
異はきわめて小さいことがわかっている）。

注
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第 2章
¹ 貧困、紛争および HIV ／エイズが子ども時代

にもたらす脅威についてより詳しくは、United 
Nations Children's Fund, The State of the 
World's Children 2005, UNICEF, New York, 
2004, p.10（邦訳『世界子供白書 2005』㈶日
本ユニセフ協会・2005 年）参照。

² International Labour Organization, International 
Programme on the Elimination of Child Labour, 
'Combating Child Labour Through Education', 
ILO/IPEC, Geneva, April 2004, p. 5.

³ United Nations, Department of Public 
Information, 'The Millennium Development 
Goals Report 2005', UN, New York, May 
2005, p. 6.

⁴ United Nations Children's Fund, The State of 
the World's Children 2005, op. cit., pp. 20-22.
（邦訳『世界子供白書 2005』前掲）

⁵ 統計表 1（pp.98-101）より。

⁶ 統計表 1,5,6（pp.98-101、114-117、118-121）
より。

⁷ United Nations Children's Fund, The State of 
the World's Children 2005, op. cit., pp. 45-46. 
（邦訳『世界子供白書 2005』前掲）

⁸ 統計表 5（pp.114-117）より。

⁹ 「脆弱」な国家とは、この白書では、政府が自
国民の大多数（貧困層を含む）に対して中核的
職務を果たせない、または果たそうとしない国
家として定義される（英国国際開発省 =DFID、
2005 年）。脆弱性の度合いを推定するために共
通に用いられているひとつの方法は、世界銀行
の 2004 年版国別政策・制度評価（CPIA）の総
合格付けで第 4・第 5分位に位置しているかど
うかを確認することである。

¹⁰ United Nations Millennium Project, Investing 
in Development: A practical plan to achieve 
the Millennium Development Goals, Earthscan, 
London/Sterling, VA, 2005, p. 113.

¹¹ 統計表 5（pp.114-117）より。

¹² Joint United Nations Programme on HIV/AIDS, 
United Nations Children's Fund and the United 
States Agency for International Development, 
Children on the Brink 2004: A joint report 
of new orphan estimates and a framework 
for action, Population, Health and Nutrition 
Information Project for USAID, Washington, 
D.C., July 2004, p. 7.

¹³ 統計表 4（pp.110-113）より。

¹⁴ Joint United Nations Programme on HIV/AIDS, 
United Nations Children's Fund and the United 
States Agency for International Development, 
Children on the Brink 2004, op. cit., p. 14.

¹⁵ Joint United Nations Programme on HIV/AIDS 
and World Health Organization, AIDS Epidemic 
Update, UNAIDS/WHO, Geneva, December 
2004, p. 1 より。

¹⁶ Huang, Rui., Lilyan E. Fulginiti and E. Wesley 
F. Peterson, 'Investing in Hope: AIDS, life 
expectancy, and human capital accumulation', 
Paper prepared for presentation at the 
Meetings of the International Association of 
Agricultural Economists, Durban, South Africa, 
August 2003, Abstract, p.1.

¹⁷ Joint United Nations Programme on HIV/AIDS, 
2004 Report on the Global AIDS Epidemic, 
Geneva, June 2004, p. 93, および Joint United 
Nations Programme on HIV/AIDS and World 
Health Organization, AIDS Epidemic Update, 
op. cit., p. 1 より。

¹⁸ 人口保健調査（DHS）と複数指標クラスター調
査（MICS）のデータにもとづくユニセフの計算。

¹⁹ United Nations Children's Fund, Progress for 
Children: A report card on gender parity and 
primary education, Number 2, UNICEF, New 
York, April 2005, p. 6.

²⁰ Ibid., p. 7.

²¹ United Nations Millennium Project, A Home 
in the City: Task force report on improving the 
lives of slum dwellers, Executive Summary, 
Earthscan, London/Sterling, VA, 2005, p. 10.

²² Ibid., pp. 16-17.

²³ United Nations Children's Fund, Progress for 
Children, op. cit., p. 4.

²⁴ Ibid., p. 8.

²⁵ United Nations Population Fund, State of the 
World Population Report 2004. The Cairo 
Consensus at Ten: Population, reproductive 
health and the global effort to end poverty, 
UNFPA, New York, 2004, pp. 34-35.（邦訳：
国連人口基金『世界人口白書 2004 カイロ合意
の 10年 : 人口とリプロダクティブ・ヘルス̶
貧困に終止符を打つための地球的取り組み』㈶
家族計画国際協力財団・2004 年）

²⁶ United Nations Development Programme, 
Human Development Report 2004: Cultural 
liberty in today's diverse world, Oxford 
University Press for UNDP, New York, 2004, 
p. 27.（邦訳：国連開発計画『人間開発報告書
2004 この多様な世界で文化の自由を』国際協
力出版会・2004 年）

²⁷ NGO/UNICEF Reg iona l  Network fo r 
Children, Central and Eastern Europe, the 
Commonwealth of Independent States, The 
Baltics, 'Leave No Child Out Campaign, Fact 
Sheets', RNC, 2003, p. 7.

²⁸ United Nations Development Programme, 
Human Development Report 2004, op. cit., pp. 
32-33. （邦訳：国連開発計画『人間開発報告書
2004』前掲）

²⁹ United Nations Children's Fund, 'Ensuring the 
Rights of Indigenous Children', Innocenti Digest 
No.11, UNICEF, Innocenti Research Centre, 
Florence, 2004, p. 7.

³⁰ Ibid., p. 7.

³¹ Ibid., pp. 7-10.

³² Ibid., Box 9, p. 9.

³³ Ibid., pp. 9-10.

³⁴ Ibid., p.10.

³⁵ Ibid., p. 9.

³⁶ Ibid., p. 9.

³⁷ Ibid., p. 11.

³⁸ United Nations Educational, Scientific and 
Cultural Organization, EFA Flagship Initiatives, 
UNESCO, Paris, 2004, p. 19.

³⁹ NGO/UNICEF Regional Network for Children, 
'Leave No Child Out Campaign', op. cit., pp. 
18-19.

⁴⁰ United Nations Children's Fund, Progress 
for Children : A Report card on immunization, 
Number 3, UNICEF, New York, September 
2005, p. 7.

⁴¹ World Health Organization, Nutrition for 
Health and Development. A global agenda for 
combating malnutrition, Progress Report, WHO, 
France, 2000, pp. 14-15.

⁴² International Campaign to Ban Landmines, 
Landmine Monitor Report 2003: Toward a mine-
free world, Executive Summary, Human Rights 
Watch, New York, August 2003, p. 53.

⁴³ United Nations General Assembly and 
Economic and Social Council, 'Implementation 
of the Programme of Action for the Least 
Developed Countries for the Decade 
2001-2010', Report of the Secretary-General, 
May 2005, A/60/81-E/2005/68.

⁴⁴ Otunnu, Olara A., 'Special Comment' on 
Children and Security, Disarmament Forum, 
No.3, United Nations Institute for Disarmament 
Research, Geneva, 2002, p. 2.
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the World's Children 2005, op. cit., pp. 56-57. 
（邦訳『世界子供白書 2005』前掲）

第 2章パネル
所得格差と子どもの生存
a 統計表 1（pp.98-101）より。

b 人口保健調査（DHS）と複数指標クラスター調
査（MICS）のデータにもとづくユニセフの計算。

c United Nations Millennium Project, Task Force 
on Hunger 2005, Halving Hunger: It can be 
done, Earthscan, London/Sterling, VA, 2005, 
p. 18.

d United Nations Children's Fund and World 
Health Organization, Immunization Summary 
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2005: A statistical reference, UNICEF/WHO, 
New York, February 2005, p. vii.

ロマのコミュニティと子どもたちの周縁化
a Ringold, Dena, Mitchell A. Orenstein and 

Erika Wilkens, Roma in an Expanding Europe: 
Breaking the cycle of poverty, The International 
Bank for Reconstruction and Development/The 
World Bank, Washington, D.C., 2003, p. 12.

b Ibid., pp. 19-20.

c United Nations Development Programme, The 
Roma in Central and Eastern Europe: Avoiding 
the dependency trap. A Regional Human 
Development Report, UNDP, New York, 2002, 
Table 8, p. 47.

d Ringold, et al., op. cit., Box 1, p. 9.
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Roma in Central and Eastern Europe, op. cit., 
pp. 53-62.
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Society Institute, School Success for Roma 
Children, Step by Step Special Schools 
Initiative, Interim Report, Open Society 
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g Ibid., p. 4.

h Ibid., pp. 15-16.

i Proactive Information Services, 'Transition of 
Students: Roma Special Schools Initiative - 
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the Open Society Institute, New York, February 
2004.

障害とともに生きる
a Osteogenesis Imperfecta Federation Europe, 

Factsheet, http://www.oife.org.

b Russell, Marta, Beyond Ramps: Disability at the 
end of the social contract,  Common Courage 
Press, Monroe, ME, 1998.

「子どもとエイズ」世界キャンペーン
a Joint United Nations Programme on HIV/AIDS, 

AIDS Epidemic Update, op. cit., p. 1.

b Joint United Nations Programme on HIV/AIDS, 
2004 Report on the Global AIDS Epidemic, 
UNAIDS, New York, June 2004, p. 15 より。

c Barnett, Tony and Gabriel Rugalema, 
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in Developing Countries, Brief 3, International 
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第 2章の図
図2. 4：「脆弱」な国家は同時に最貧国でもある

「脆弱」な国家とは、この白書では、政府が自国民
の大多数（貧困層を含む）に対して中核的職務を果
たせない、または果たそうとしない国家として定義
される（英国国際開発省 =DFID、2005 年）。政策
的・制度的枠組みが脆弱な国家の一覧は、世界銀行
の 2004 年版国別政策・制度評価（CPIA）の総合格
付け（第４・第５分位）による。「脆弱」な国家には、
アンゴラ、ブルンジ、カンボジア、中央アフリカ共
和国、チャド、コモロ、コンゴ、コンゴ民主共和国、
コートジボワール、ジブチ、エリトリア、ガンビア、
ギニア、ギニアビサウ、ハイチ、キリバス、ラオス、
モーリタニア、ナイジェリア、パプアニューギニア、
サントメプリンシペ、シエラレオネ、ソロモン諸島、
スーダン、タジキスタン、トーゴ、トンガ、ウズベ
キスタン、バヌアツ、ジンバブエが含まれる。

第 3章
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² Ibid., p.1.
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